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て
い
ま
す
。
一
緒
に
活
動
し
ま

せ
ん
か
。

　

入
団
に
関
し
て
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合

　
　

消
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部
総
務
課
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０
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消
防
署
黒
羽
分
署
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４
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１
４
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消
防
署
湯
津
上
分
署

　
　
　
（
９
８
）３
２
３
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日
本
年
金
機
構
は
、
国
民
年

金
保
険
料
収
納
の
一
部
業
務
を

民
間
に
委
託
し
、
低
コ
ス
ト
で

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
２
年
以
内
の
国
民
年
金
加

入
期
間
の
う
ち
、保
険
料
納
付
が

確
認
で
き
な
い
期
間
が
あ
る
場
合
、

受
託
事
業
者
か
ら
電
話
・
文
書
・
戸

別
訪
問
に
よ
り
納
付
を
ご
案
内
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

  【
受
託
事
業
者
】

　
（
株
）ア
イ
・
シ
ー
・
ア
ー
ル

　
　

大
田
原
年
金
事
務
所　
　

　
　
　
（
２
２
）６
３
１
３

　
　

市
国
保
年
金
課　
　

１
階

　
　
　
（
２
３
）８
９
２
８

張
所
は
申
請
書
の
配
布
の
み

●
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

●
申
請
で
き
る
方

 

・
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

 

・
本
市
に
住
民
登
録
は
な
い
が
、

学
生
や
単
身
赴
任
な
ど
で
本

市
に
居
住
し
て
い
る
方

※

栃
木
県
内
の
他
市
町
に
住
民

登
録
の
あ
る
方
は
、
本
市
で

申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
受
領
に
つ
い
て

 

・
旅
券
の
受
領
は
本
人
の
み

 

・
旅
券
の
交
付
は
、
土
・
日
・

祝
日
を
除
い
て
、
７
〜
８
営

業
日
以
降

※

那
須
庁
舎
内
の
県
北
県
民
セ

ン
タ
ー
な
ど
、
県
内
の
旅
券

窓
口
は
閉
所
し
ま
し
た
。

※

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

市
民
課　
　

１
階　

　
　
　
（
２
３
）８
７
５
２

　

消
防
団
は
、地
域
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、地
域
の
安
全
と
安
心
の

た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
１
日
現
在
、
１
３
３
名

の
欠
員
が
あ
り
、
消
防
団
員
が

不
足
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
は

皆
さ
ん
の
力
を
、
仲
間
を
求
め

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

伺
う
た
め
、
原
案
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
区
域
内
の
土

地
所
有
者
な
ど
は
、
地
区
計
画

の
原
案
に
対
し
、
市
長
に
意
見

書
を
提
出
で
き
ま
す
。

●
都
市
計
画
の
種
類　

 

・
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更

 

・
市
役
所
周
辺
地
区
地
区
計
画

の
決
定

 

・
実
取
地
区
地
区
計
画
の
決
定

●
都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の

区
域

 

・
市
役
所
周
辺
地
区

 

・
実
取
地
区
の
一
部

●
期
間
・
場
所

 

・
縦
覧
期
間　

８
月
14
日（
水
）

〜
27
日（
火
）

 
・
意
見
書
の
提
出
期
間　

８
月
14
日（
水
）〜
９
月
３
日

（
火
）

 

・
場
所　

都
市
計
画
課
窓
口

　
　

都
市
計
画
課　
　

２
階

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
１

●
申
請
・
受
領
場
所　

市
民
課
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口

（
仮
庁
舎
Ａ
棟
１
階
）

※

湯
津
上
・
黒
羽
支
所
、
各
出

パ
ス
ポ
ー
ト（
旅
券
）の

申
請
・
受
領

大
田
原
都
市
計
画
用
途
地

域
の
変
更（
原
案
）

地
区
計
画（
原
案
）の
縦
覧

消
防
団
員
募
集

国
民
年
金
収
納
業
務
の

民
間
委
託
に
つ
い
て

消費生活センター情報
≪ゲームの高額課金にご注意！≫ わりに入力を行ってあげた場合は親の同意があったと判断

されるのが一般的であり、仮に子どもが親のクレジット番号
を勝手に使った場合でも、親のカード責任能力が問われ、こ
れもまた、未成年者取り消しが難しくなります。

　これらのリスクを回避するためには、ゲーム提供会社が、
どのような仕組みであれば多くの人が積極的にゲームを利
用し、有料アイテムを購入してくれるかと考えてゲームを開
発、提供しているかということを意識することが必要です。
　課金などのトラブルは、親が課金を含めた個々のアプリの
仕組みを理解し、子どもと課金状況などの情報を頻繁に交換
することで最小限に防ぐことが可能です。
　さっそく、今日から、ゲームに対し、お子さんと一緒に向き
合ってみましょう。

●カード番号の扱いは慎重に！
　未成年による、ゲームの高額課金問題が多発していま
す。
　数ある決済方法の中で一番多いのはカード決済で、一度
カード番号を登録してしまうと、その登録を解除しない限
り、アイテムやコンテンツの購入が可能となってしまいま
す。
　親がそれを理解せずに、一度だけの購入のつもりで子ど
もに番号を教えたり、子どもの代わりに登録をしていま
い、歯止めなく購入が繰り返され、気付いた時には高額な
課金となっているケースが大半です。
　以前、未成年者の高額課金が問題となり、大手のゲーム
提供会社が個別に自主規制を作り、未成年者が高額課金に
陥らないようにする仕組みができましたが、未成年者であ
ることを確実に認証するのは難しく、子どもはウソをつか
ないということが前提となっています。つまり、未成年者
が年齢を偽れば無制限のアイテム購入が可能となってし
まい、ウソをついた意識がなく、たまたまボタンを押して
しまった場合でも、未成年者取り消しが難しくなります。
　また、親が子どもにクレジット番号を教えた場合や、代

大田原市消費生活センター
大田原市住吉町1‐9‐37　　(２３)６２３６
　相談受付　9:00～12:00、13:00～16:00
※土・日・祝日を除く
※８月13日(火)～15日(木)は臨時休館日となります。

こまめに確認しましょう


